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Relationship Between Japanese and English Language Skills of KLC Students 
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能力には、生活言語能力（BICS: Basic Interpersonal Communication Skills）と学習言語能力
（CALP: Cognitive / Academic Language Skills）があることを指摘した。さらにCumminsは、発
達相互依存仮説(developmental independence hypothesis)のなかで二言語間の関係について、
こどもの第２言語における能力は第１言語で獲得した言語能力のレベルに依存していると主張し
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 (1) 全受験大学と本学（１年次英語下位クラス）のテスト成績の比較 


































































 ※全受験大学のデータはNHK Educational(2014)より引用。 
 
 (2) 日本語能力と英語能力の関連 
 表１は、日本語および英語ＩＲＴテストの得点の平均値（満点は800点）とそれぞれの間の相関
係数を示したものである。英語ＩＲＴテスト同士では、後期開始時と後期終了時の間に高い正の
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